





神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 6 」 （ 共 同 研 究 ） 
高大連携による理工学系デザイン教育カリキュラムの設計と実践 
「総合的な学習の時間」のカリキュラム構築 
DESIGNING CURRICULUM OF ART AND TECHNOLOGY AT UNIVERSITY FOR 
SCIENCE STUDENT IN HIGH SCHOOL 
Curriculum construction of the "periods for integrated study 
……………………………………………………………………………………………………………………………………. 
曽和 具之  芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 准教授 
 見寺 貞子  芸術工学部ファッションデザイン学科 教授 
 野口 正孝  芸術工学部ファッションデザイン学科 教授 
 ばんば まさえ 芸術工学部ファッションデザイン学科 教授 
 向井 昌幸  芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 教授 
 相澤 孝司  芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 教授 
 逸身 健二郎 芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 教授 
 大田 尚作  芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 教授 
 古賀 俊作  芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 教授 
 相良 二朗  芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 教授 
 佐野 浩三  芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 教授 
 田頭 章徳  芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 助教 
 見明 暢  芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 助教 
 さくま はな 芸術工学部アート・クラフト学科 助教 
  曽和 英子  芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 非常勤講師 
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 Syosaku OTA  Department of Product and Interior Design, School of Arts and Design, Professor 
 Shunsaku KOGA  Department of Product and Interior Design, School of Arts and Design, Professor 
  Jiro SAGARA  Department of Product and Interior Design, School of Arts and Design, Professor 
 Hirozo SANO  Department of Product and Interior Design, School of Arts and Design, Professor 
Akinori TAGASHIRA Department of Product and Interior Design, School of Arts and Design,Assistant Professor 
 Nobu MIAKE  Department of Product and Interior Design, School of Arts and Design, Assistant Professor 
 Hana SAKUMA  Department of Art and Craft, School of Arts and Design, Assistant Professor 
























We received the practice of the 2014 fiscal year, in the 
present study was to practice the following points. 
1) Efforts to design and practice of science and 
engineering-based design education curriculum, 
practice in order to organize the discussion and 
curriculum of educational theory research. 
2) While leveraging a comprehensive knowledge and 
skills, look back and decision-making, construction of 
design education curriculum of the method and the 
like of self-evaluation. 
3) By curriculum to approach from both sides of the 
science and engineering and design and art science 
field, enhance the ability to think from both sides of the 
statement. 
By curriculum to approach from both sides of the science 
and engineering and design and art science field, enhance 
the ability to think from both sides of the statement and 
sciences, depending on their own interests, their own 
aptitude, knowledge and skills that you gave to the body 
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1 5月8日 授業ガイダンス オリエンテーション オリエンテーション 授業ガイダンス撮影チーム編成
2 5月15日 講義：命を守るための「減災グッズ」 スケッチテクニック① 講義「色彩の効
用
」 撮影レクチャー各講座への撮影開始
3 5月29日 講義：「減災グッズ」の考え方について スケッチテクニック②
演習①：自分の色を見つけてみよ
う BGM作成について
4 6月19日 レポート作成：どのような「減災グッズ」がありますか？ キックオフワークショップ① 講義：植
物
文様と色彩について 撮影・編集







7 9月27日 アイデア検討会 照明器具の制作① 講義：インテリア雑貨に見る植
物
文様について 撮影・編集
8 10月2日 アイデア発表会：どのような「減災グッズ」を提案しますか？ 照明器具の制作② 講義：インテリア雑貨の提案 撮影・編集
9 10月9日 制作① 照明器具の制作③ 演習③：切り絵で単位文様を作る 撮影・編集
10 10月16日 制作② 照明器具の制作④ 演習④：単位文様を組み合わせて文様を構成する チーム内上映会





12 11月6日 制作④ テクノ工作② 演習⑥：切り絵を参照しながら、ステンシルフィルムに文様を彫る 撮影・編集
13 11月13日 制作⑤ テクノ工作③ 演習⑦ 撮影・編集
14 11月27日 制作⑥ テクノ工作④ 演習⑧：文様の型を使って、色を塗る チーム内上映会
15 12月4日 チーム内講評会 作品講評会 演習⑨ ダイジェストムービー編集会議
16 1月29日 プレゼン資料作成 写真撮影・パネル制作 撮影 総編集①
17 2月5日 プレゼン準備 パネル制作 パネル制作 総編集②
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図 4 色彩・アート講座の文様作品 
 
4．研究の反省・考察 
平成 27 年度においては、以下の知見を得た。 
(1) 制作環境の整備。制作素材の選定。 






























 平成 27 年度においては、講座の中で大学生および卒業
生にティーチングアシスタントとして参加させることで、
高校生が大学に興味・関心を持ちやすい環境を構築した。 
(3) 大学内での拡張授業の実施。 
 8 月のオープンキャンパスにおいて、受講生のうち参加
希望者に大学での授業体験を実施した。 
 以上により、本研究の効果として、以下の点が上げられ
る。①高校施設の一貫した活用による、大学教育の体験学
習を継続的に行うことができた。また、特別教室を用い、
芸術系・工学系の実習制作作業を盛り込むことで、本学の
学習環境を高校内でも体験的に実施することができた。②
大学生および卒業生の学習環境への取込により、高校生に
とって、大学での学習をより身近に感じることのできる総
合学習の時間を用意することができた。また、制作を通じ
た学生との高校生とのコミュニケーションによって、大学
における勉学の具体的なイメージを高校生に知らせるこ
とができた。③高校での授業時間外において、大学の施
設・設備を用いることで、制作に対するより専門的な知
識・経験を高校生に提供することができ、高校生のものづ
くりに対する意識を高めることができた。 
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